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は
じ
め
に

九
十
九
里
浜
に
面
し
て
無
数
に
点
在
す
る
村
々
。
そ
の
一
つ
、
千
葉
県
匝
瑳
郡
栄

村
（
現
匝
瑳
市
）
に
伊
藤
和や

わ
ら（

一
九
〇
四
年
〜
一
九
六
五
年
）
は
生
ま
れ
た
。
家
は
自
作

兼
小
作
農
で
あ
っ
た
。
農
業
の
か
た
わ
ら
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
立
場
に
立
っ
て
農
民
運

動
に
も
携
わ
っ
た
ひ
と
り
の
「
百
姓
」
は
、
同
時
に
、
北
総①
の
大
地
に
鍬
を
打
ち
振

る
よ
う
に
し
て
詩
を
作
っ
た
詩
人
で
も
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
銚
子
町
に
隣
接
す
る
高
神
村
の
農
漁
民
蜂
起
を
歌
っ
た
「
高
神
村
事

件
の
と
き
の
詩
」（『
馬
』
第
四
号
、一
九
三
〇
年
十
月
）
が
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
。
掲

載
誌
の
『
馬
』
は
、
伊
藤
和
ら
北
総
の
先
鋭
的
な
農
民
詩
人
に
よ
る
ガ
リ
版
雑
誌
で

あ
っ
た
が
、
高
神
村
の
村
民
を
全
面
的
に
支
持
す
る
詩
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
掲
載

し
た
た
め
に
、
同
人
の
伊
藤
和
と
田
村
栄
は
起
訴
さ
れ
有
罪
と
な
っ
て
い
る
（『
馬
』

事
件
）。農
民
と
し
て
の
労
働
と
生
活
と
運
動
。そ
し
て
詩
人
と
し
て
の
自
己
の
立
場
。

伊
藤
和
は
、
こ
れ
ら
を
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
よ
っ
て
結
び
付
け
、
表
現
し
た
詩
人
で

あ
っ
た
。

松
永
伍
一
は
『
日
本
農
民
詩
史
』
中
巻
一
（
法
政
大
学
出
版
局
、一
九
六
八
年
）
の
な

か
で
、「
も
っ
と
も
戦
闘
的
ア
ナ
キ
ス
ト
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
和
は
、『
馬
』
事
件
に

象
徴
さ
れ
る
行
為
の
質
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
の
う
ち
に
消
し
去
る
こ
と
の

で
き
な
い
農
民
詩
人
と
し
て
、
今
日
た
く
ま
し
く
佇
立
し
て
い
る
」（
二
六
二
頁
）
と

述
べ
、「
戦
闘
的
ア
ナ
キ
ス
ト
の
一
人
」
で
あ
り
「
農
民
詩
人
」
で
も
あ
る
伊
藤
を
高

く
評
価
し
て
い
た
。

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
・
文
化
運
動
に
つ
い
て
多
く
の
著
作
を
残
し
た
秋
山
清
も
、『
伊

藤
和
詩
集
』（
国
文
社
、
一
九
六
〇
年
）
の
解
説
の
な
か
で
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
こ

と
を
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
詩
人
た
ち
は
昭
和
六
、七
年
ご
ろ
積
極
的
に
考
え
て
い
た
が
、

そ
れ
を
農
民
生
活
の
な
か
で
「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
生
活
と
い
う
こ
と
だ
」
と
い
う
よ

う
な
思
考
の
最
短
距
離
で
伊
藤
は
自
分
の
も
の
と
し
て
い
た②
」
と
、
生
活
に
根
ざ
し

た
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、戦
前
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
人
岡
本
潤
も
、

伊
藤
の
詩
か
ら
は
「
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
が
連
想
さ
れ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
訥
弁

の
か
れ
は
、
訥
弁
そ
の
も
の
が
重
層
的
な
リ
ズ
ム
と
し
て
詩
の
中
に
活
か
さ
れ
て
い

た
と
も
い
え
る③
」
と
そ
の
独
自
の
リ
ズ
ム
に
注
目
し
て
い
た
。

観
念
的
に
で
は
な
く
、
地
に
足
つ
け
た
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
つ
か
み
出
さ
れ
た

平
易
な
こ
と
ば
で
現
実
を
歌
い
、
闘
い
の
意
志
を
表
明
し
、
し
か
も
そ
れ
が
「
独
自

の
リ
ズ
ム
」
に
達
し
て
い
た
農
民
詩
人
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

だ
が
一
方
で
、
そ
の
評
価
は
、「
高
神
村
事
件
の
と
き
の
詩
」
な
ど
一
九
三
〇
年
代

前
半
の
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
」
の
時
代
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
後
の
作
品
は
十

分
な
検
討
を
経
な
い
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
漠
然
と
存
在
が
知
ら

れ
て
い
た
だ
け
の
初
期
の
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
発
掘
さ
れ
て
こ
ず
、
詩
の

手
法
や
モ
チ
ー
フ
の
変
容
に
つ
い
て
の
検
討
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

北
総
地
帯
の
農
村
運
動
に
詳
し
い
渡
辺
新
も
、一
九
三
〇
年
代
の
伊
藤
和
の
詩
を
、

北
総
の
詩
人
伊
藤
和
は
い
か
に
し
て
一
揆
の
鐘
を
響
か
せ
た
か

村　
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「
農
民
運
動
を
続
け
な
が
ら
自
ら
の
思
想
を
練
り
上
げ
、そ
の
自
覚
を
得
た
生
活
の
な

か
か
ら
掴
み
取
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
昭
和
恐
慌
下
農
村
の
困
窮
と
農
民
の
反
発
的

日
常
生
活
を
描
い
た
も
の
が
多
か
っ
た④
」
と
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、
初
期

の
作
品
に
関
し
て
は
、
秋
山
や
松
永
の
評
価
を
ふ
ま
え
た
上
で
、「
自
然
の
な
か
に
あ

る
青
春
の
賛
美
を
テ
ー
マ
と
す
る
抒
情
詩
で
あ
り
、
ま
た
極
め
て
小
心
で
善
良
な
自

小
作
農
の
農
本
主
義
的
な
意
識
を
で
な
い
」
と
概
括
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
北
総
の
農
村
地
帯
に
「
百
姓
詩
人
」
と
し
て
生
き
た
伊
藤
和
の
初
期

詩
編
か
ら
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
へ
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
変
化
の
過
程
に
「
高

神
村
事
件
の
と
き
の
詩
」
を
位
置
づ
け
た
い
。

　
　
　
　

＊

こ
こ
で
は
伊
藤
和
の
詩
業
を
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
お
く
。

現
在
確
認
し
う
る
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
詩
は
一
九
二
四
年
の
発
表
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
一
九
二
九
年
前
半
頃
ま
で
を
「
初
期
詩
編
」
の
時
代
（
第
一
期
）
と
す
る
。
伊

藤
和
の
詩
業
を
集
大
成
し
た
『
伊
藤
和
詩
集
』（
一
九
六
〇
年
）
に
は
、
こ
の
時
期
の

作
品
は
一
編
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
寺
島
珠
雄
に
よ
れ
ば
、
内
野
健
児
の
妻
後
藤
郁
子
が
発
行

人
と
な
っ
て
京
城
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
鋲
』
の
創
刊
号
（
一
九
二
八
年
一
月
）
に
、

伊
藤
和
の
詩
集
『
黒
い
魂
』（
五
體
社
）
の
受
贈
記
録
が
あ
る
と
い
う
が⑤
、
こ
れ
は
現

在
ま
で
幻
の
詩
集
と
な
っ
て
い
る
。

次
が
、
同
人
雑
誌
『
馬
』（
馬
社
、
一
九
二
九
年
〜
一
九
三
一
年
、
全
八
冊⑥
）
の
創
刊

と
、
個
人
詩
集
『
泥
』（
ド
ロ
社
、
一
九
三
〇
年
）
の
刊
行
か
ら
一
九
三
五
年
の
検
挙
ま

で
の
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
」
の
時
代
（
第
二
期
）
で
あ
る
。

『
伊
藤
和
詩
集
』
は
三
部
立
て

―
内
訳
は
「
泥
」（
二
十
七
編
）、「
米
を
売
る
話
」

（
十
五
編
）、「
産
業
路
」（
十
四
編
）

―
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
泥
」
が
詩

集
『
泥
』
を
再
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
諸
雑
誌
に
発
表
さ
れ

た
詩
が
、「
米
を
売
る
話
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
詩
集
の
四
分
の
三
の

作
品
は
、
こ
の
第
二
期
の
詩
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

初
出
誌
は
、『
馬
』
の
ほ
か
、
萩
原
恭
次
郎
が
前
橋
で
発
行
し
た
ガ
リ
版
雑
誌
『
ク

ロ
ポ
ト
キ
ン
を
中
心
に
し
た
芸
術
の
研
究
』
や
、局
清
（
秋
山
清
）
と
小
野
十
三
郎
が

中
心
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
雑
誌
『
弾
道
』（
第
二
次
）、
ア
ナ
キ
ズ
ム
作
家
・
詩
人
ら
の
統

一
を
め
ざ
し
た
「
解
放
文
化
聯
盟
」
の
機
関
誌
で
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
『
文
学
通
信
』

な
ど
、
い
ず
れ
も
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
の
文
芸
誌
で
あ
る
が
、
現
物
を
確
認
で
き
な
い
も

の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

伊
藤
は
一
九
三
五
年
十
一
月
に
無
政
府
共
産
党
事
件
に
よ
る
検
挙
で
東
京
砂
町
署

に
六
ヵ
月
留
置
さ
れ
、
翌
三
六
年
七
月
に
は
農
村
青
年
社
事
件
で
千
葉
県
八
日
市
場

署
に
検
挙
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
系
文
化
団
体
へ
の
弾
圧
が
一
通
り
お
こ
な
わ
れ

た
あ
と
で
、ア
ナ
キ
ズ
ム
系
諸
団
体
が
標
的
と
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

約
十
年
間
、
伊
藤
は
詩
筆
を
絶
ち
、
詩
も
私
的
な
感
想
の
類
も
残
さ
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

最
後
が
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
（
実
質
的
に
は
一
九
五
〇
年
ま

で
）
の
「
戦
後
詩
」
の
時
代
（
第
三
期
）
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
岡
本
潤
と
前
後
し
て

共
産
党
に
入
り
、
新
日
本
文
学
会
の
常
任
中
央
委
員
に
も
就
い
た
が
、
作
品
は
少
な

く
、
秋
山
清
に
よ
っ
て
、「
回
復
し
な
い
点
も
あ
り
」、「
戦
前
よ
り
ボ
リ
ユ
ー
ム
を
減

少
し
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る⑦
。

前
出
の
『
伊
藤
和
詩
集
』
で
は
「
産
業
路
」
の
十
四
編
が
第
三
期
の
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
秋
山
清
ら
の
『
コ
ス
モ
ス
』（
第
一
次
、
コ
ス
モ
ス
書
店
、
一
九
四
六
年
四
月

〜
一
九
四
八
年
十
月
、
全
十
二
冊
）
や
、
千
葉
県
の
地
方
詩
誌
『
詩
精
神
』（
千
葉
詩
人

会
、
一
九
四
七
年
一
月
〜
一
九
四
九
年
九
月
、
全
八
冊
。
終
刊
時
不
明
）
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
分
量
と
し
て
は
少
な
い
も
の
の
、「
戦
後
」
の
農
村
の
現
実
と
伊
藤
和
が

ど
の
よ
う
に
格
闘
し
て
い
た
の
か
、
今
後
詳
細
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
大
幅
な
検
閲
削
除
を
受
け
、
結
果
的
に
不
掲
載
と
な
っ
た
作
品
に
「
Ｂ
29
の

大
音
」
が
あ
る⑧
。
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一　

日
照
り

『
伊
藤
和
詩
集
』
巻
末
の
「
略
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
は
、
小
学
校
を
卒
業
し
て

か
ら
、
数
え
年
十
六
歳
で
上
京
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
に
従
事
し
、
再
び
村
に
戻
り
、

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
、十
八
歳
で
結
婚
。
翌
年
に
は
長
男
が
生
ま
れ
て
い
る
。
詩

を
書
き
始
め
た
の
は
、
そ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
寺
島
珠
雄
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
子

持
ち
の
文
学
青
年
（
兼
思
想
青
年
）」
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る⑨
。

つ
づ
け
て
「
略
年
譜
」
に
は
、
内
野
健
児
ら
が
一
九
二
二
年
一
月
に
朝
鮮
で
創
刊

し
た
雑
誌
『
耕
人
』
に
、
一
九
二
四
年
頃
か
ら
投
稿
し
て
い
る
と
あ
っ
て
、
日
本
近

代
文
学
館
所
蔵
の
原
本
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
合
計
十
四
タ
イ
ト
ル
の
詩
と
十
五

首
の
短
歌
が
判
明
し
た
。
最
初
は
一
九
二
四
年
八
月
号
（
第
三
巻
第
八
号
）
の
「
夏
の

夜
窓
べ
に
寄
り
て
」
と
「
無
題
」
で
、
以
下
『
耕
人
』
掲
載
の
詩
や
短
歌
が
、
現
在

確
認
で
き
る
最
初
期
の
作
品
で
あ
る
。

詩
「
夏
の
夜
窓
べ
に
寄
り
て
」
は
、
夜
の
草
木
や
月
光
か
ら
あ
ふ
れ
る
生
気
に
、

美
神
の
訪
れ
を
読
み
取
り
、「
若
々
し
い
自
然
の
花
だ
／
女
神
に
胞
か
れ
た
詩
人
の
夢

だ
」
と
陶
酔
す
る
。
そ
の
様
子
は
観
念
的
で
あ
り
、「
ホ
イ
ツ
ト
マ
ン
」
が
持
ち
出
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
田
園
詩
・
民
衆
詩
の
模
倣
の
域
を
出
な
い
。

翌
九
月
の
『
耕
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
百
姓
の
嘆
」
に
は
、
早
く
も
伊
藤
和
の
生

涯
の
テ
ー
マ
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
照
り
続
く
お
天
気
は
／
七
月
の
黄
塵

に
あ
ほ
ら
れ
て
／
赤
い
赤
い
焰
と
か
は
つ
て
行
き
」
と
い
う
過
酷
な
日
照
り
に
苦
し

む
「
百
姓
達
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
「
大
き
な
嘆
」
の
な
か
で
、
空
を
見
上

げ
「
黙
然
と
し
て
祈
る
」
し
か
な
い
。

カ
ン
カ
ン
と
鐘
が
鳴
る

お
お
夫
れ
は　

百
姓
の
老
人
達
が

お
大
師
さ
ま
の
ご
り
や
く

0

0

0

0

に
お
す
が
り
し
て

祈
念
を
こ
む
る
鐘
の
響
だ
!!　
（
＊
傍
点
原
文
）

何
百
年
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
「
百
姓
」
た
ち
の
祈
り
。
炎
天
に
ひ
び

く
乾
い
た
鐘
の
音
は
、
現
実
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
だ
け
の
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
で
あ
り

な
が
ら
、
力
強
い
リ
ズ
ム
を
詩
に
与
え
て
い
る
。
伊
藤
和
の
詩
言
語
の
最
大
の
特
質

は
、
ま
る
で
今
掘
り
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
作
物
の
よ
う
に
、
土
の
に
お
い
さ
え
漂
う

こ
う
し
た
言
葉
が
一
見
無
造
作
に
投
げ
出
さ
れ
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
交
響

し
あ
い
重
層
的
に
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

詩
集
『
泥
』（
一
九
三
〇
年
）
所
収
の
詩
「
天
の
災
」
は
、
こ
の
「
百
姓
の
嘆
」
を

五
年
ぶ
り
に
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
照
り
の
描
写
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
詩
句

で
歌
い
出
さ
れ
、
老
人
た
ち
の
祈
り
の
鐘
の
音
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
詩
人
は
、「
祈

る
よ
ま
い
言
を
止
め
／
土
を
囓
っ
て
も
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
！
」
と
激
し
、さ
ら
に
、

米
の
蓄
え
さ
え
な
い
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、「
あ
の
ま
っ
赤
な
夕
焼
／
お
ら
た
ち
の
血

／
雨
祈
り
の
鐘
が
一
揆
の
鐘
に
な
れ
！⑩
」
と
叫
ぶ
。
祈
禱
の
無
力
さ
を
自
覚
し
、
日

照
り
そ
の
も
の
が
「
嘆
き
」
の
真
の
原
因
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
、
こ
こ
に
は
明

確
に
表
れ
て
い
る
。

同
じ
く
、
詩
集
『
泥
』
に
あ
る
詩
「
老
ぼ
れ
め
」
で
も
、
牛
馬
の
よ
う
に
労
働
し

な
が
ら
、「
そ
れ
で
も
ま
た
あ
い
つ
ら
と
仲
よ
し
に
な
り
た
い
幻
影
が
消
え
な
い⑪
」
老

人
た
ち
へ
の
厳
し
い
言
葉
が
並
ん
で
い
る
。

村
の
老
人
た
ち
へ
の
強
い
批
判
は
、
究
極
的
に
は
「
父
」
と
の
相
克
と
な
っ
て
現

れ
る
。
詩
「
逆
流
」（『
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
を
中
心
に
し
た
芸
術
の
研
究
』
第
三
号
、一
九
三
二

年
十
月
）
に
、「
父
は
侮
蔑
を
う
け
る
小
作
人
。
／
お
れ
は
父
の
な
か
に
千
万
の
奴
隷

を
感
じ
そ
い
つ
を
憎
み
、
苦
し
み
、
怒
声
を
放
っ
て
父
と
争
い
猛
然
と
し
た
」
と
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
頃
の
初
期
詩
編
か
ら
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
」
へ
の

急
激
な
変
化
は
、
ま
ず
第
一
に
農
村
に
お
け
る
前
世
代
お
よ
び
そ
の
習
俗
、
あ
る
い

は
「
百
姓
」
の
美
徳
と
さ
え
い
わ
れ
る
忍
耐
強
さ
と
の
訣
別
と
し
て
表
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
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夜
業

出
発
期
の
伊
藤
が
お
も
な
発
表
舞
台
と
し
た
『
耕
人
』
が
一
九
二
五
年
十
二
月
に

終
刊
す
る
と
、次
に
投
稿
先
と
さ
れ
た
の
が
詩
雑
誌
『
詩
神
』
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六

年
一
月
号
に
は
じ
め
て
投
稿
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
際
に
は
、
伊
藤
の
詩
「
や
る
せ
な

い
明
暗
」
と
並
ん
で
鈴
木
勝
の
「
仕
事
」「
秋
の
庭
」
と
い
う
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
鈴
木
勝
は
千
葉
県
山
武
郡
豊
成
村
（
現
東
金
市
）
の
出
身
で
、
伊
藤
と
同
じ
北

総
・
九
十
九
里
地
域
の
詩
人
・
農
民
運
動
家
の
一
人
で
あ
り
、
一
九
二
九
年
に
創
立

さ
れ
た
千
葉
詩
人
会
に
は
伊
藤
と
と
も
に
参
加
、『
馬
』
を
協
同
し
て
創
刊
し
て
い

る
。『
詩
神
』
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
詩
雑
誌
の
投
稿
欄
に
は
、こ
う
し
た
農
民
運

動
に
も
積
極
的
な
若
い
「
無
名
」
詩
人
た
ち
が
数
多
く
詩
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。

福
田
正
夫
が
顧
問
と
な
っ
て
一
九
二
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
詩
神
』
は
、当
初
「
民

衆
詩
派
」
の
色
彩
を
み
せ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム

詩
な
ど
の
尖
端
的
詩
人
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
有
力
詩
誌
の
一
つ
と
な
っ
た
。

伊
藤
は
、
一
九
二
六
年
一
月
号
か
ら
一
九
二
九
年
一
月
号
に
か
け
て
二
十
編
以
上
の

詩
を
こ
こ
に
発
表
し
た
。
同
時
期
に
は
、『
文
芸
戦
線
』
と
『
太
平
洋
詩
人
』
に
も
二

編
ず
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
い
く
つ
か
確
認
し
た
よ
う
に
、初
期
の
詩
で
は
自
然
風
景
を
素
朴
に
歌
い
、

そ
こ
に
寂
寥
や
悲
哀
な
ど
の
感
情
を
織
り
込
ん
で
歌
っ
た
も
の
が
多
く
、
一
種
の
抒

情
的
田
園
詩
あ
る
い
は
「
民
衆
詩
派
」
に
近
い
ス
タ
イ
ル
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
詩

「
め
ぐ
ま
れ
た
十
月
」（『
耕
人
』
一
九
二
五
年
二
月
）
の
、「
お
　ゝ

ひ
ろ
び
ろ
鋤
き
か

へ
さ
れ
た
耕
作
地
／
そ
こ
に
蒔
き
つ
け
ら
れ
る
私
等
の
種
子
よ
」
と
い
っ
た
詩
句
の

明
朗
さ
は
、
民
衆
詩
派
が
持
つ
労
働
賛
歌
と
労
働
哀
歌
の
二
つ
の
側
面
の
前
者
に
通

じ
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
こ
か
こ
の
詩
に
は
、
仮
構
さ
れ
た
理
想
郷
が
現
実
の
上
に
二
重
写
し

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
つ
か
の
間
の
牧
歌
的
光
景
が
今
に
も

失
わ
れ
か
ね
な
い
よ
う
な
危
う
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
い
く
世
紀　

か
は

ら
な
い
労
働
を
続
け
」
と
書
か
れ
る
「
百
姓
」
労
働
の
永
遠
性
に
、
い
さ
さ
か
の
陰

影
も
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
詩
は
、
一
九
二
五
年
四
月
号
の
『
耕
人
』
に
載
っ
た
同
人
評
で
、「
詩
は
文
字

で
示
さ
ず
と
も
、
吾
々
の
口
音
に
依
つ
て
も
表
現
出
来
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の

作
者
に
は
ペ
ン
を
持
つ
て
後
の
苦
心
よ
り
も
、
真
理
を
つ
か
む
こ
と
に
努
力
を
切
望

す
る
」（
廣
岡
南
夢
「
耕
人
二
月
号
詩
壇
評
」）
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
も
一
つ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
か
、
こ
れ
以
後
、
こ
う
し
た
明
朗
率
直
な
賛
歌
は
歌
わ
れ
な
く
な
る
。

た
と
え
ば
一
九
二
六
年
三
月
号
の
『
詩
神
』
に
載
っ
た
「
秋
は
終
り
だ
」
は
、
梢

の
「
小
雀
」
に
向
か
っ
て
、「
も
は
や
地
の
底
に
は
／
苛
酷
な
冬
の
魔
が
ひ
そ
ん
で
い

る
」
と
言
い
、「
せ
め
て
苦
し
い
か
な
し
み
の
挽
歌
を
唄
は
ぬ
か
」
と
語
り
か
け
る
。

抽
象
的
で
は
あ
る
が
そ
の
後
の
苦
難
を
予
言
す
る
詩
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
期
に
『
文
芸
戦
線
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
夜
業
」（
三
巻
二
号
、一
九
二
六

年
二
月
）
と
、「
吾
子
」（
三
巻
六
号
、
一
九
二
六
年
六
月
）
と
い
う
二
つ
の
詩
は
、
い
ず

れ
も
夜
業
に
励
む
貧
し
い
夫
婦
が
感
傷
的
に
歌
わ
れ
て
い
て
、
労
働
哀
歌
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
。
後
者
の
詩
で
は
せ
が
む
息
子
に
「
赤
い
し
や
つ
ぽ
」
を
買
っ
て
や
れ

な
い
父
の
悲
哀
が
柔
ら
か
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。『
文
芸
戦
線
』に
投
稿
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
す
で
に
社
会
へ
の
批
判
的
な
意
識
が
伊
藤
の
中
に
き
ざ
し
て
い
た
こ
と

は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
抒
情
的
・
感
傷
的
な
表
現
の
枠
を
越
え

出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
二
編
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
統
一
戦
線
を
目
的
と
し
て

一
九
二
五
年
十
二
月
に
創
立
さ
れ
た
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
聯
盟
の
時
代
と
重

な
っ
て
い
る
点
に
は
注
意
を
払
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
文
芸
戦
線
』が
そ
の
機

関
誌
的
位
置
づ
け
と
な
っ
て
、
誌
上
に
萩
原
恭
次
郎
・
岡
本
潤
・
小
野
十
三
郎
と
い
っ

た
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
の
詩
人
た
ち
が
登
場
す
る
の
は
、
一
九
二
六
年
に
限
っ
て
の
こ
と
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だ
っ
た
。
伊
藤
は
、
ま
だ
彼
ら
と
接
触
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

農
民
詩
人
と
し
て
、
よ
り
多
く
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
惹
か
れ
る
何
か
を
見
い
だ
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
傍
証
す
る
よ
う
に
、
一
九
二
六
年
十
一
月
十
四
日
に
文
芸
聯
盟
が
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
聯
盟
（
プ
ロ
芸
）
へ
と
改
組
さ
れ
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
の
詩
人
た
ち
が

「
排
除
」
さ
れ
た
直
後
、
伊
藤
も
ま
た
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
詩
人
た
ち
が
多
く
作
品
を
発

表
し
て
い
た
『
太
平
洋
詩
人
』
に
詩
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る⑫
。

思
想
的
な
分
化
を
経
て
い
な
い
「
自
然
生
長
」
的
な
作
家
・
詩
人
・
一
般
投
稿
者

た
ち
に
と
っ
て
、
文
芸
聯
盟
改
組
（
実
質
的
に
は
『
文
芸
戦
線
』
の
改
組
）
は
、
自
己
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
へ
の
自
覚
を
強
く
促
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
の

詩
人
た
ち
は
、
こ
の
出
来
事
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
み
ず
か
ら
の
統
一
的
機
関
を
持
つ

必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
一
九
二
七
年
一
月
に
文
芸
解
放
社
を
設
立
し
、『
文
芸
解
放
』
を

創
刊
す
る
に
至
る⑬
。
伊
藤
和
に
と
っ
て
も
、
こ
の
出
来
事
は
、
自
己
の
立
場
を
闡
明

す
る
た
め
の
避
け
が
た
い
契
機
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

三　

出
奔

素
朴
な
風
景
詩
・
心
情
詩
か
ら
出
発
し
た
伊
藤
和
の
詩
は
、
の
ち
の
「
ア
ナ
キ
ズ

ム
詩
」
に
い
た
っ
て
も
、
そ
の
誠
実
・
木
訥
な
人
柄
と
と
も
に
素
朴
な
詩
風
が
土
台

に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
道
筋
は
、
そ
れ
ほ
ど
真
っ
直

ぐ
な
も
の
で
は
な
く
、
丹
念
に
見
て
い
く
と
、
初
期
の
詩
編
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

タ
イ
ル
が
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
、『
詩
神
』
第
二
巻
第
一
号
（
一
九
二
六
年
一
月
）
の
「
や
る
せ
な
い
明

暗
」

―
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
作
品

―
に
は
「
そ
つ
と
眸
を
伏
せ
た
こ
こ

ろ
の
中
に
／
い
ら
い
ら
と
落
ち
つ
か
ぬ
聴
神
経
の
反
撥
！
／

―
午
后
三
時
の

柱ボ
ン
ボ
ン

時
計
は
／
べ
つ
と
り
と
幻
に
吸
い
つ
け
ら
れ
て
／
ゆ
る
む
た
ゼ
ン
マ
イ
は
み
に
く

く
響
く

―
」
と
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
こ
ひ
ゞ
と
」
を
想
う
「
ぼ
く
」
の
悩
ま
し

さ
が
、
弛
緩
し
ゆ
が
ん
だ
時
間
を
象
徴
す
る
柱
時
計
の
音
と
対
照
さ
れ
て
歌
わ
れ
て

い
て
、
当
時
流
行
し
て
い
た
ダ
ダ
的
な
ス
タ
イ
ル
と
も
通
底
し
て
い
る
。

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、一
九
二
五
年
七
月
号
の
『
耕
人
』
に
発
表
さ
れ
た
詩
「
街

裏
を
さ
ま
よ
ふ
」
は
、「

―
夜
更
／
街
裏
の
下
水
の
あ
た
り
を　

さ
ま
よ
つ
た
。」

と
始
ま
っ
て
お
り
、伊
藤
和
が
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
底
辺
に
う
ご
め
く
ひ
と
り
の「
黒

き
犯
人⑭
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

伊
藤
に
は
結
婚
前
の
一
九
一
九
年
頃
に
「
出
奔
し
て
上
京
」（
略
年
譜
）
し
た
以
外

に
も
、
数
度
の
「
出
奔
」
が
あ
っ
た
。
岡
本
潤
は
、
彼
が
総
武
線
の
下
総
中
山
駅
近

く
に
住
ん
で
五
十
里
幸
太
ら
と
ア
ナ
系
文
芸
誌
『
矛
盾
』
を
出
し
て
い
た
一
九
二
九

年
頃
に
伊
藤
が
訪
ね
て
き
て
、「
こ
れ
か
ら
東
京
へ
行
つ
て
日
雇
労
働
で
も
し
な
が

ら
、ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
を
す
る
つ
も
り
だ⑮
」と
言
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
一
九
三
四

年
に
は
、上
京
し
て
「
土
方
」「
人
夫
」
の
か
た
わ
ら
関
東
消
費
組
合
連
盟
の
書
記
を

し
て
い
た
と
「
略
年
譜
」
に
あ
り
、「
野
口
英
子
」（『
詩
行
動
』
一
九
三
五
年
四
月
）
や

「
女
と
の
成
り
ゆ
き
話
」（『
詩
行
動
』
一
九
三
五
年
六
月
）、「
岡
本
の
家
に
て
」（『
反
対
』

一
九
三
五
年
六
月
）
と
い
っ
た
運
動
や
闘
争
を
背
景
に
し
の
ば
せ
た
恋
愛
詩
・
心
情
詩

が
そ
の
頃
書
か
れ
た
。

も
し
「
街
裏
を
さ
ま
よ
ふ
」
が
、
発
表
と
同
じ
一
九
二
五
年
頃
の
実
体
験
を
も
と

に
し
た
詩
だ
と
す
れ
ば
、萩
原
恭
次
郎
の
『
死
刑
宣
告
』（
一
九
二
五
年
十
一
月
）
が
刊

行
さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
伊
藤
和
に
も
都
市
の
下
水
路
の
よ
う
な
裏
町
を

さ
ま
よ
っ
た
時
間
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
伊
藤
は
、ほ
ぼ
四
・
五
年
お
き
に

村
か
ら
の
「
出
奔
」
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

都
市
と
農
村
を
往
復
す
る
運
動
の
な
か
か
ら
や
が
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
に
た
ど
り
着

い
た
詩
人
と
い
え
ば
萩
原
恭
次
郎
は
そ
の
代
表
格
で
あ
る
。
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
詩

人
と
し
て
の
恭
次
郎
は
、
も
ち
ろ
ん
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
の
生
成
・
発
展
・
消
滅
を
考
え
る
上
で
は
、
一
つ
の
基
準
線
を
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示
し
て
い
る
。
前
橋
郊
外
の
農
村
地
帯

―
関
東
平
野
外
縁
部
の
養
蚕
業
の
盛
ん
な

農
村
地
帯

―
か
ら
出
た
こ
と
、
都
市
と
農
村
を
往
復
す
る
な
か
で
思
想
と
詩
の
ス

タ
イ
ル
を
急
速
に
発
展
さ
せ
た
こ
と
、
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
農
村
が
壊
滅
的
被
害
を

受
け
た
一
九
三
〇
年
代
に
は
地
元
に
居
住
し
て
つ
ぶ
さ
に
農
民
の
生
活
に
触
れ
て
い

た
こ
と
、
そ
う
し
た
中
で
ガ
リ
版
雑
誌
を
自
力
で
刊
行
し
た
こ
と
な
ど

―
い
ず
れ

も
伊
藤
和
と
重
な
っ
て
い
る
。

詩
集
『
泥
』
所
収
の
詩
「
町
へ
売
る
」
は
、
そ
う
し
た
往
還
の
視
点
が
た
く
み
に

用
い
ら
れ
た
一
編
で
あ
る
。（
全
文
）

頬
か
む
り
し
て
る
か
ら
お
や
じ
ず
い
ぶ
ん
若
く
見
え
る

む
す
こ
が
兵
隊
か
ら
帰
れ
る
と
い
っ
て

こ
の
頃
は
す
っ
か
り
元
気
が
出
た
ね

肩
に
天
び
ん
棒
そ
し
て
い
っ
ぱ
い
に
つ
ま
っ
た
肥
桶
を
か
つ
い
で
い
る

菜
っ
ぱ
や
大
根
を
う
ん
と
ほ
き
さ
せ
て
置
く
の
か

と
、
い
っ
て
お
れ
ら
が
食
う
の
で
は
な
い
町
へ
売
る

大
根
が
一
本
五
厘
、

菜
っ
ぱ
が
一
貫
目
五
銭
、

お
れ
ら
は
こ
ん
な
相
場
で
売
っ
て
い
る

ど
う
だ
い　

い
い
菜
っ
ぱ
と
大
根
に
な
っ
た
な
と
お
や
じ
を

ほ
め
た
ら

お
や
じ
ふ
ふ
ん
と
笑
っ
て　

糞
肥
を
五
石
も
ぶ
っ
掛
け
ま
し
た
ヨ
と
い
う⑯
。

　
　
　
　
（
＊
ほ
き
る
…
伸
び
る
・
成
長
す
る
）

こ
こ
で
の
往
還
は
、
都
市
と
農
村
で
は
な
い
。
も
っ
と
深
く
日
常
生
活
に
組
み
込

ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
農
民
た
ち
が
必
要
と
す
る
往
還
、
換
金
の
た
め
の
「
町
」
へ
の
往

復
で
あ
る
。「
相
場
」
は
受
給
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
相
対
的
に
変
動
す
る
が
、農
民

た
ち
の
生
活
も
ま
た
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
変
動
す
る
。
町
へ
の
行
き
帰
り
の
頼
り
な
い

バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
あ
や
う
く
保
た
れ
て
い
る
生
活
。
こ
こ
に
は
村
と
戦
場
と
の
往

還

―
賭
博
に
等
し
い
命
の
行
き
帰
り

―
さ
え
重
ね
ら
れ
て
、「
お
や
じ
」
の
つ
か

の
間
の
歓
喜
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

伊
藤
和
の
第
二
期

―
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
」
の
多
く
に
は
、こ
う
し
た
生
産
物
の
交

換
・
流
通
に
対
す
る
分
析
が
内
在
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
農
村
経
済
を

司
る
行
政
機
関
や
商
店
が
あ
つ
ま
る
「
町
」
の
機
能
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
。
詩

「
本
町
通
り
」（『
泥
』
所
収
）
の
、「
商
店
は
利
益
を
増
し
た
く
み
に
売
り
／
銀
行
へ
行

き　

出
て
く
る
／
い
か
に
も
多
忙
だ
と
い
う
風
に
彼
ら
前
掛
共⑰
」
や
、「
米
を
売
る
話
」

（『
弾
道
（
第
二
次
）』
第
二
号
、
一
九
三
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）
の
、「
辛
苦
た
れ
て
俺
ら

は
自
活
の
た
め
に
労
働
し
、取
っ
た
米
に
レ
ッ
テ
ル
を
付
け
ら
れ
、め
く
ら
め
っ
ぽ
う

に
売
る⑱
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
そ
う
し
た
分
析
と
批
判
の
現
れ
で
あ
っ
た
。

四　

蜂
起

詩
「
米
を
売
る
話
」
は
、
農
村
を
支
配
す
る
経
済
機
構
と
し
て
の
「
資
本
主
義
」

を
批
判
し
、「
お
れ
ら
」
の
「
長
い
間
の
抱
負
」
を
奪
い
返
す
た
め
、「
労
働
者
諸
君
」

と
手
を
結
ぼ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
詩
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
社
会
批

判
と
、
農
村
の
現
実
を
変
革
す
る
た
め
の
呼
び
か
け
は
、
伊
藤
和
の
思
想
と
文
学
的

実
践
が
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
線
に
沿
っ
て
一
定
の
段
階
に
達
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
し
か
し
、そ
れ
は
「
ア
ナ
キ
ス
ト
」
と
し
て
の
思
想
と
実
践
の
表
明
な
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
詩
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
性
格
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
る
。

一
方
、
秋
山
清
が
「
百
姓
の
辛
苦
と
か
な
し
み
が
う
つ
く
し
い
ま
で
リ
ア
ル
に
う

た
わ
れ
て
い
る
」と
高
く
評
価
し
て
い
る「
す
い
か
」（『
文
学
通
信
』第
二
号
、一
九
三
三

年
九
月
）
で
は
、真
夏
の
畑
に
熟
し
た
「
し
る
の
し
た
ゝ
る　

ま
つ
か
な
ス
イ
カ
」
を

子
ど
も
た
ち
に
与
え
ら
れ
な
い
大
人
、
も
し
手
を
出
せ
ば
し
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
大

人
の
苦
渋
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。「
く
る
ま
に
つ
ん
で　

と
ほ
く
の
ま
ち
へ
／
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あ
せ
を
な
が
し
て
う
り
に
ゆ
く
」
と
い
う
換
金
・
交
換
の
往
復
運
動
は
、
農
村
に
お

け
る
「
資
本
主
義
」
の
矛
盾
を
象
徴
し
、
共
同
体
の
大
人
と
子
ど
も
の
親
密
さ
に
小

さ
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
『
文
芸
戦
線
』
に
載
っ
た
詩
「
吾
子
」
で
、「
赤
い
し
や
つ
ぽ
」
を
買
っ
て

や
れ
な
か
っ
た
父
の
無
力
感
は
、
詩
「
す
い
か
」
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の

苦
い
諦
め
は
、
村
の
「
お
と
な
」
全
体
の
感
情
と
し
て
共
有
さ
れ
、「
お
ら
ら
と
み
ん

な
と　

わ
け
て
た
べ
た
い
」
と
い
う
具
体
的
な
欲
求
へ
と
結
実
す
る
。「
町
」
の
飾
り

窓
の
帽
子
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
生
産
し
た
「
ス
イ
カ
」
を
共
有
で
き
な
い
こ
と
の

歯
が
ゆ
さ
と
も
ど
か
し
さ
は
、
何
倍
に
も
「
お
ら
ら
」
に
重
く
の
し
か
か
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
表
さ
れ
た
「
町
」
の
姿
は
、
中
世
の
「
市
」
に
ま
で
つ
な
が
る

商
品
経
済
機
構
と
同
等
に
み
え
る
。
現
実
に
は
そ
れ
が
近
代
的
な
産
業
／
金
融
資
本

主
義
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
百
姓
」
た
ち
の
往
復
運

動
は
、
前
近
代
か
ら
営
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
所
作
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
農
民
の
「
長
い
間
の
抱
負
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
原
始
的
と
も
い
え
る
蜂
起

＝
一
揆
が
集
団
的
記
憶
の
中
か
ら
呼
び
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
し
た
が
っ
て
ゆ
え
な
き

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

旱
害
が
テ
ー
マ
の
詩
「
部
落
二
百
人
」（『
文
学
通
信
』
第
四
号
、一
九
三
三
年
十
一
月
）

で
は
、
最
終
連
で
、「
お
や
じ
よ
。
そ
ん
な
ら
み
ん
な
商
売
人
を
な
く
さ
せ
ろ
！　

あ

の
辛
苦
た
れ
て
穫
っ
た
俺
ら
の
。
今
あ
ら
い
ざ
ら
い
困
り
き
っ
て
る
。
ま
ず
俺
ら
は

米
を
奴
ら
の
倉
庫
か
ら
持
っ
て
来
て
食
え
！⑲
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
詩
「
天

の
災
」
同
様
、
一
揆
の
イ
メ
ー
ジ
が
背
後
に
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

「
天
の
災
」
で
は
、激
情
の
ほ
と
ば
し
り
に
近
い
言
葉
で
「
雨
祈
り
の
鐘
が
一
揆
の

鐘
に
な
れ
！
」
と
歌
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
部
落
二
百
人
」
で
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

米
を
売
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
米
の
蓄
え
が
な
い
こ
と
を
「
旱
害
と
違
い
は
し
ね

え
」
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
、「
俺
ら
が
政
府
か
ら
米
を
買
う
。
そ
ん
な
ら
あ
い
つ
ら

は
み
ん
な
商
売
人
だ
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
詩
は
、「
俺
ら
」
に
向
か
っ
て
、「
ま
ず
…
…
食
え
！
」
と
命
じ
て
い
る
。

理
非
曲
直
を
詩
人
な
り
に
わ
き
ま
え
た
う
え
で
、
為
す
べ
き
最
初
の
行
為
と
し
て
示

さ
れ
た
の
が
「
奴
ら
の
倉
庫
」
の
中
の
俺
ら
の
米
を
「
食
う
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
同
時
に
、
新
た
な
主
体
・
新
た
な
共
同
体
を
出
現
さ
せ
る
た
め
の
通
過
儀
礼

で
も
あ
っ
た
。

「
部
落
二
百
人
」
で
は
、
日
照
り
に
よ
る
不
作
と
、「
町
」
に
よ
る
搾
取
は
不
可
分

に
結
合
さ
れ
た
複
合
的
な
矛
盾
＝
災
害
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。「
旱
害
」
が
、天

災
と
人
災
の
複
合
的
な
現
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
危
機
こ
そ
が
変
革
の
契
機
と
な

る
こ
と
を
伊
藤
和
は
鋭
く
感
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
地
点
に
詩
人
が
到
達
し
え
た
の
は
、
同
じ
北
総
地
域
の
高
神
村
で
お
こ
っ

た
農
漁
民
蜂
起
に
『
馬
』
同
人
と
し
て
関
わ
っ
た
体
験
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
。九

十
九
里
浜
の
北
端
、
関
東
平
野
最
東
端
の
犬
吠
埼
と
そ
の
付
近
一
帯
は
、

一
九
三
七
年
に
銚
子
市
に
編
入
さ
れ
る
ま
で
は
高
神
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
農
民
、

漁
民
、
石
切
場
で
働
く
石
工
た
ち
か
ら
成
る
こ
の
村
で
は
、
村
内
の
漁
港
改
築
の
た

め
に
高
い
戸
割
税
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
村
長
山
口
藤
兵
衛
が

二
万
三
千
円
も
の
村
費
を
私
的
に
流
用
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
の
で
あ
る
。

旧
盆
さ
な
か
の
九
月
六
日
の
夜
半
、
反
村
長
派
の
指
導
者
た
ち
の
呼
び
か
け
に
呼

応
し
た
村
民
二
百
五
十
名
ほ
ど
が
村
長
宅
を
襲
撃
す
る
。
そ
し
て
群
集
は
、
指
導
グ

ル
ー
プ
の
予
定
（
村
長
宅
を
一
部
破
壊
し
鐘
の
合
図
で
速
や
か
に
退
避
す
る
）
を
無
視
し

て
、
役
場
や
駐
在
所
、
村
長
派
議
員
宅
な
ど
を
次
々
と
襲
っ
た
の
で
あ
る⑳
。

手
拭
い
で
顔
を
覆
い
、
竹
棒
や
石
つ
ぶ
て
を
手
に
し
て
村
の
半
数
近
い
男
女
が
参

加
し
た
こ
の
騒
擾
事
件
を
、
雑
誌
『
馬
』
の
同
人
た
ち
は
「
一
揆
」
と
呼
び
、
論
評
・

ル
ポ
・
詩
に
よ
っ
て
、
当
事
者
た
ち
の
声
を
代
弁
し
、
支
持
し
、
声
援
を
送
っ
た
。

伊
藤
の
「
高
神
村
事
件
の
と
き
の
詩
」（『
馬
』
第
四
号
、
一
九
三
〇
年
十
月
十
五
日
）
は

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
詩
は
、事
件
翌
日
の
犯
人
捜
索
の
様
子
か
ら
歌
い
始
め
ら
れ
る
。
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野
原
の
芒
の
や
う
に
騒
ぐ
あ
い
つ
等
は
ゲ
ー
ト
ル
巻
き
サ
ー
ベ
ル
を
が
ち
や
つ

か
せ
た

野
菊
が
い
ち
め
ん
に
咲
い
た
そ
ん
な
処
に
さ
へ
卓
上
電
話
が
置
か
れ

受
話
器
を
通
し
て
×
×
に
犯
人
は
間
断
な
く
報
告
さ
れ
た

こ
こ
で
の
主
役
は
子
供
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
が
、「
叩
き
こ
は
さ
れ
た
役
場
や
駐
在

所
や
山
口
藤
兵
衛
の
家
を
見
に
行
き
万
歳
を
叫
」
ぶ
と
、
そ
れ
を
サ
ー
ベ
ル
が
追
い

散
ら
し
、
や
が
て
ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
来
て
彼
ら
の
父
や
兄
た
ち
を
運
び
去
る
。

あ
と
か
ら
あ
と
か
ら　

た
く
さ
ん
縛
ら
れ
て
行
く
者
の
目
が
ギ
ロ
ギ
ロ
光
る

お
と
つ
さ
ん
！　

兄
さ
ん
！

呼
び
か
け
は
泣
声
に
な
る　

泣
け
！

部
落
の
男
は
み
ん
な
犯
人
で
あ
る

さ
あ　

み
ん
な
犯
人
だ
縛
つ
て
行
け㉑

子
供
た
ち
に
視
点
を
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
件
が
過
去
の
現
象
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
共
同
体
お
よ
び
そ
の
次
世
代
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
か
と
い
う
未
来
の
時
間
軸
が
引
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
上
で
、
詩
は
「
事
件
の
断

固
た
る
精
神
」
を
子
供
た
ち
が
継
承
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
幾
度
も
信
ず
る
こ
と
に
つ
い

て
行
ふ
！㉒
」
と
結
ば
れ
る
。
子
供
た
ち
の
姿
は
、そ
れ
を
歌
う
詩
人
自
身
を
含
む
「
わ

れ
わ
れ
」
の
主
体
変
革
へ
の
意
志
を
映
し
出
す
鏡
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
を
、「
吾
子
」（
一
九
二
六
年
）
と
、「
す
い
か
」（
一
九
三
三
年
）
の
あ
い
だ

に
並
べ
て
み
れ
ば
、
よ
り
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
子
に
玩
具
を
与
え
ら
れ
な
い
こ

と
を
嘆
く
父
の
そ
の
無
力
感
や
そ
れ
を
通
し
て
表
現
さ
れ
た
労
働
の
わ
び
し
さ
は
、

親
子
の
情
愛
を
自
明
視
し
た
上
で
の
、
閉
じ
ら
れ
た
家
庭
内
問
題
と
し
て
し
か
表
れ

て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、「
す
い
か
」
で
は
、
ス
イ
カ
を
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い
す
べ
て

の
大
人
と
そ
の
子
供
た
ち
と
の
関
係
へ
と
開
か
れ
、
み
ず
か
ら
生
産
し
た
作
物
を
み

ず
か
ら
消
費
で
き
な
い
こ
と
の
「
百
姓
」
に
と
っ
て
は
実
存
的
で
さ
え
あ
る
不
条
理

さ
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。「
部
落
二
百
人
」
で
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
村
」
や

「
部
落
」
と
い
う
単
位
で
、
ま
ず
食
糧
が
確
保
さ
れ
、
生
活
が
保
障
さ
れ
、
権
力
の
不

当
な
介
入
を
受
け
な
い
自
主
的
・
自
立
的
な
自
治
組
織
を
創
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

は
、
時
と
し
て
立
ち
上
が
り
、「
み
ん
な
犯
人
だ
」
と
叫
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
「
高

神
村
事
件
」
は
教
え
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
九
三
一
年
二
月
、
伊
藤
は
不
敬
罪
、
治
安
維
持
法
・
出
版
法
違
反
容
疑
で
検
挙

さ
れ
、
七
月
に
懲
役
二
年
（
執
行
猶
予
四
年
）
の
判
決
を
受
け
た㉓
。
こ
の
保
釈
直
後
、

伊
藤
は
同
人
の
一
人
鈴
木
勝
に
宛
て
て
、「
家
庭
か
ら
生
ず
る
運
動
へ
の
困
難
は
最
も

吾
々
を
苦
し
め
る
と
思
ふ
。
尚
吾
々
が
そ
ふ
云
ふ
恩
愛
の
情
か
ら
も
っ
と
強
く
大
胆

に
な
り
得
な
か
っ
た
結
果
で
す㉔
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
父
と
の
訣
別
を
告
げ
る
詩

「
逆
流
」
を
は
じ
め
、「
米
を
売
る
話
」「
す
い
か
」「
部
落
二
百
人
」
は
こ
の
後
に
書

か
れ
た
。
農
村
の
構
造
的
な
矛
盾
や
不
条
理
を
描
き
、
あ
ら
た
な
自
治
共
同
体
を
希

求
す
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
は
、
自
然
化
さ
れ
た
家
庭
的
恩
愛
の
情
と
訣
別
す
る
過
程

―
そ
こ
に
は
都
市
と
農
村
を
往
復
す
る
出
奔
・
帰
郷
の
運
動
が
重
な
る

―
な
く

し
て
書
き
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

秋
山
清
は
、「
農
村
運
動
の
経
験
と
階
級
的
自
覚
と
は
、
た
と
え
ば
高
神
村
の
百
姓

一
揆
を
、
そ
れ
を
直
ち
に
彼
自
身
の
内
部
に
お
け
る
同
じ
怒
り
、
同
じ
反
抗
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
揆
参
加
者
と
同
じ
熱
度
に
燃
え
上
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る㉕
」

と
、「
農
村
運
動
」
を
通
し
て
伊
藤
和
の
身
体
に
高
い
感
応
性
が
準
備
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
あ
え
て
付
言
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
位
置
に
伊
藤
が
立
ち
え
た
の

は
、「
農
村
運
動
」
と
不
可
分
と
な
っ
た
一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
創
作
実
践
が
あ
っ

て
、
そ
の
創
作
行
為
そ
の
も
の
の
中
に
「
階
級
的
自
覚
」
に
も
つ
な
が
る
深
い
省
察

が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

雨
乞
い
の
祈
り
に
象
徴
さ
れ
た
「
老
い
ぼ
れ
」（
＝
搾
取
に
甘
ん
じ
る
百
姓
）
と
の
訣



二
七
七

北
総
の
詩
人
伊
藤
和
は
い
か
に
し
て
一
揆
の
鐘
を
響
か
せ
た
か

795

別
と
、「
事
件
の
断
固
た
る
精
神
」（「
高
神
村
事
件
の
と
き
の
詩
」）
の
子
供
た
ち
へ
の

継
承
と
。
伊
藤
和
の
詩
は
、
あ
ら
た
な
「
百
姓
」
主
体
の
誕
生
を
う
な
が
す
か
の
よ

う
に
、
そ
の
決
別
と
継
承
の
現
場
に
立
ち
会
お
う
と
す
る
。
高
神
村
事
件
は
、
そ
の

も
っ
と
も
核
心
的
な
転
機
で
あ
っ
た
。

注①　
「
北
総
」
は
、「
南
総
」（
上
総
）
と
対
に
な
っ
て
歴
史
的
に
長
く
使
用
さ
れ
て
き
た

旧
下
総
国
の
別
称
。
現
在
で
は
九
十
九
里
一
帯
を
「
東
総
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

②　

秋
山
清
「
伊
藤
和
と
「
馬
」
事
件
な
ど
」『
伊
藤
和
詩
集
』（
国
文
社
、
一
九
六
〇

年
）
一
八
五
頁
。『
近
代
の
漂
白
』（
現
代
思
潮
社
、一
九
七
〇
年
）
に
一
部
改
訂
増
補

し
収
録
。
そ
の
際
、
引
用
文
中
の
「
昭
和
六
年
、
七
年
ご
ろ
」
は
「
昭
和
八
年
」
と
改

め
ら
れ
た
。『
秋
山
清
著
作
集
』
第
八
巻
（
ぱ
る
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
に
収
録
。

③　

岡
本
潤
「
伊
藤
和
と
い
う
詩
人

―
農
民
の
な
か
の
反
逆
的
詩
魂
」（『
本
の
手
帖
』

一
九
六
八
年
九
月
）。

④　

渡
辺
新
「
農
民
詩
人
伊
藤
和
の
思
想
と
行
動
」（『
千
葉
史
学
』
一
九
九
二
年
五
月
）。

⑤　

寺
島
珠
雄
「
伊
藤
和
さ
ん
に
つ
い
て

―
六
号
活
字
の
片
隅
か
ら
」（『
彷
書
月
刊
』

一
九
九
八
年
三
月
）。

⑥　

伊
藤
信
吉
・
秋
山
清
編
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
雑
誌
総
覧
』（
戦
旗
復
刻
版
刊
行
会
、

一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。
但
し
同
目
録
で
も
一
、二
、八
号
は
未
確
認
と
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

前
掲
、
秋
山
清
「
伊
藤
和
と
「
馬
」
事
件
な
ど
」『
伊
藤
和
詩
集
』
一
八
九
頁
。

⑧　

村
田
裕
和
「
詩
誌
『
コ
ス
モ
ス
』
検
閲
の
研
究　

―
伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」
削
除

か
ら
不
掲
載
へ
―
」
上
・
下
（『
立
命
館
文
学
』
二
〇
一
二
年
七
月
・
十
一
月
）
お
よ

び
「
翻
刻　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
検
閲
文
書
」
Ⅰ
・
Ⅱ
（
同

上
）
参
照
。

⑨　

前
掲
、
寺
島
珠
雄
「
伊
藤
和
さ
ん
に
つ
い
て

―
六
号
活
字
の
片
隅
か
ら
」。

⑩　
『
伊
藤
和
詩
集
』
四
八
頁
。

⑪　

同
前
、
三
三
頁
。

⑫　

伊
藤
和
「
秋
の
手
紙
」（『
太
平
洋
詩
人
』
一
九
二
七
年
一
月
）
お
よ
び
「
金
魚
」

（
同
、
一
九
二
七
年
二
月
）。

⑬　

こ
の
後
、一
九
二
七
年
十
一
月
に
は
関
東
社
会
芸
術
家
聯
盟
が
創
立
さ
れ
た
。
し
か

し
、
一
九
二
八
年
以
降
、
分
裂
・
解
体
・
再
集
合
が
繰
り
返
さ
れ
、
数
多
く
の
団
体
・

雑
誌
が
生
ま
れ
て
は
消
え
た
。
一
九
三
三
年
八
月
に
解
放
文
化
聯
盟
が
結
成
さ
れ
て
、

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
の
再
統
一
が
図
ら
れ
、タ
ブ
ロ
イ
ド
判
雑
誌
『
文
学
通
信
』
が
刊
行

さ
れ
た
も
の
の
、無
政
府
共
産
党
事
件
を
直
接
の
き
っ
か
け
と
し
て
一
九
三
五
年
十
月

で
終
刊
す
る
。

⑭　
『
赤
と
黒
』
創
刊
号
（
一
九
二
三
年
一
月
）
表
紙
の
「
宣
言
」
の
一
節
。

⑮　

前
掲
、
岡
本
潤
「
伊
藤
和
と
い
う
詩
人

―
農
民
の
な
か
の
反
逆
的
詩
魂
」。

⑯　
『
伊
藤
和
詩
集
』
八
〜
九
頁
。

⑰　

同
前
、
三
七
頁
。

⑱　

同
前
、
七
八
頁
。

⑲　

同
前
、
八
九
頁
。

⑳　

高
神
村
事
件
に
つ
い
て
は
佐
久
間
耕
治
『
高
神
村
一
揆
』
上
・
下
（
崙
書
房
、

一
九
八
〇
年
）
を
参
照
し
た
。
主
要
な
働
き
手
を
中
心
に
数
百
名
が
検
挙
・
勾
留
さ

れ
、村
民
の
生
活
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
三
十
九
名
が
有
罪
。
大
審
院
で
指
導
グ
ル
ー

プ
の
判
決
が
確
定
し
た
の
は
一
九
三
三
年
の
こ
と（
指
導
者
の
一
人
寺
井
久
四
郎
は
重

禁
錮
七
ヶ
月
）。

㉑　
『
高
神
村
一
揆
』
下
巻
、
六
三
〜
六
四
頁
。

㉒　

な
お
「
高
神
村
事
件
の
と
き
の
詩
」
は
初
出
誌
未
見
。
こ
こ
で
は
、『
伊
藤
和
詩
集
』

と
照
合
の
上
、
旧
仮
名
遣
い
で
引
用
さ
れ
て
い
る
松
永
伍
一
編
『
近
代
民
衆
の
記
録
1　

農
民
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
し
た
。

㉓　

松
永
伍
一
『
日
本
農
民
詩
史
』
中
巻
一
（
法
政
大
学
出
版
局
、一
九
六
八
年
）
二
六
九

頁
。
同
人
の
田
村
栄
は
入
営
中
で
あ
っ
た
た
め
軍
法
会
議
に
よ
り
禁
固
二
年
の
実
刑
。

㉔　

一
九
三
一
年
七
月
三
十
日
付
鈴
木
勝
宛
・
伊
藤
和
書
簡
。
前
掲
『
日
本
農
民
詩
史
』

中
巻
一
、二
七
一
頁
。

㉕　

前
掲
、秋
山
清
「
伊
藤
和
と
「
馬
」
事
件
な
ど
」『
伊
藤
和
詩
集
』
一
八
三
〜
一
八
四

頁
。

（
本
学
文
学
部
助
教
）


